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日 時 平成 30 年 10 月 4 日（木）18時 30 分～19時 30 分 

会 場 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、亀岡委員、中目委員、西澤委員、湯㘴委員、菊地委

員、東口委員、高嶋委員 

欠席委員 熊谷委員 

市出席者 仲野子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、濱田こども発達支援センター長、

橋本子育て支援センター長、記内子ども家庭課主査、笠井子ども家庭課主査、

印牧子ども家庭課主査、加藤子ども家庭課主査、金田子ども家庭課主事 

 

○会長  お晩でございます。お忙しいところお集まりいただきまして心より感謝申し

上げます。それでは、北広島市がさらに子どもの育ち、そして子育てする環境

にとって良いものとなっていきますよう、皆さんの知恵をお借りしたいと思い

ますので、本日のご審議のほどよろしくお願いします。それでは本日は審議事

項が 2 つ用意されております。1 番目の特定地域型保育事業所の確保について

事務局の方からご説明をお願いいたします。 
 

○事務局  皆さんこんばんは。それでは審議事項 1 番の特定地域型保育事業所の確保に

ついてご説明します。資料はこの件に関しましてはありません。 
本子ども・子育て会議におきましてご審議いただき、8 月に変更しました子

ども・子育て支援プランですが、来年度に向けて 799 人から 844 人に定員拡大

をするということ、そしてその確保方策について既存施設の定員の拡大と、特

定地域型保育事業所を設置して提供体制を確保していくという内容でプラン

の変更をしたところでございます。特定地域型保育事業所の確保に関しまし

て、小規模保育事業所Ａ型の公募ということで整備費の補助を伴う形で、9 月

5 日から 9 月 21 日までの間で公募を行いました。小規模のＡ型につきまして

は定員 19 人以下で 0 歳から 2 歳を対象とする保育事業所ですが、公募につい

てはプランにおける定員数との兼ね合いから 15人から19人までの施設を募集

ということで行ってまいりました。今回の公募の結果、残念ながら応募事業者

はございませんでした。公募期間中に問い合わせは 2 件ございました。事業者

の方でも物件等を探していただきましたが新築整備するとしても、条件の合う

土地が見つからない、賃借するにしても適当な大きさの物件がないということ

で事業者の方でも応募の意向はあったのですが、断念したという結果になりま

した。委員の皆様方には今回このような形のご報告をしなければならないこと

になりましてお詫びを申し上げます。 
今後の対応ですが、15 人から 19 人の定員となりますと、約 150 ㎡くらいの

面積が必要になり少しハードルが上がってしまいます。この大きさは一般的な

住宅の面積よりも少し広い面積が必要ということで、賃借を前提とした場合は

特に物件が見つかりにくいということがわかりました。例えば定員を少なくし

て一回り小さい面積でも可能な規模にするなど、工夫が必要というのが 1 点あ

別記様式(第 3条関係) 
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ります。 
また、開設時期等の詳細がはっきりしないですが市内に企業主導型の保育事

業所が開設するというような情報も入ってきております。そこの受け入れ数と

の関係もありますので、そちらの詳細を把握した上で今後の対応を改めてご相

談させていきいただきたいと考えております。なお既存施設における定員拡大

ですが、予定どおり合わせて 20 人の拡大をする方向で準備を進めています。

こちらの審議については次回以降の会議の審議となる予定です。説明は以上で

す。 
 

○会長  ありがとうございます。特定地域型保育事業所の確保ということで小規模の

Ａ型を公募したところ問い合わせは 2件あったけど結果的には応募がなかった

というご報告でした。今後、またご審議いただくと思いますが市内に企業主導

型保育所ができる可能性があるという報告でした。 
委員の方々からご質問、ご意見等をいただければと思います。 
 

○委員  15 人から 19 人ということで広さの確保などが難しいというお話でしたが、

例えば 15 人から 19 人ではなく定員をちょっと少なくする対策をする場合、ど

れぐらい少なくなるでしょうか。預ける側としては「とりあえず預ける場所」

とするか「卒園まで預けたい場所」とするか、ずっとそこが継続して運営して

いけるかどうかというのがポイントになるかなと考えます。あと人数が少なけ

れば集団としての保育を求めているお母さんにとってはどうなのかなともち

ょっと考えます。 
 

○会長  この件に関しまして事務局からお願いします。 
 

○事務局  ありがとうございます。ご指摘のとおり、少ない定員規模だと保育事業所自

体の継続性、集団での保育という部分で物足りなさを感じる保護者の方もいる

と思います。特に事業所の継続性については、子ども家庭課としても心配して

いるところです。面積規模との兼ね合いの中で、どれくらいの規模がいいのか

検討していきたいと思います。 
先ほど申し上げました、企業主導型保育所もありますので、そちらの兼ね合

いも考えながら、検討していきます。参考にさせていただきます、ありがとう

ございます。 
 

○会長  ありがとうございます。他いかがでしょうか。 
 

○委員  人数が少なくなれば目の行き届きは確実にできるのかなと思いますが、子ど

も同士のふれあいという面では規模を縮小しすぎてしまうと、そこが育たない
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のかなと感じました。 
賃借は一般住宅も含めてということですか、一般住宅で 150 ㎡となると 2 階

建てもあると思うのですが、就学前のお子さん達だと 2 階の危険性もあるので

対策が必要かなとは思いました。 
 

○会長  ありがとうございます。 
 

○委員  私も同じように人数が少なくなれば目が行き届くメリットもあるんですけ

ど、やはり集団を覚えるということがちょっと難しくなるのかなと思うのでそ

こら辺を考えていただきたいと思います。 
 

○会長  ありがとうございました。確認ですが再度公募することは今後の動きによっ

てはありますか。 
 

○事務局  再度公募をするかも含めまして検討させていただきたいと考えております。 
 

○会長  ありがとうございます。次の件にもかかわってくる部分ですので、今の事務

局からの説明を踏まえまして後ほどご質問ご意見を受けたいと思います。 
引き続きまして 2 番目の審議事項に入らせていただきます。第 2 期北広島市

子ども・子育て支援事業計画、子ども・子育て支援プランの策定について事務

局からご説明をお願いします。 
 

○事務局 （資料 1 に沿って説明） 
（別紙に沿って説明） 

  2 期の子ども・子育て支援プランの最終案が 2020 年 1 月の子ども・子育て

会議で決定となっております。その後、3 月までに計画を決定して 2020 年 4
月から 2 期の子ども・子育て支援プランがスタートする流れになります。一方

で、2019 年の 10 月から幼児教育の無償化が始まり保育需要の増加が考えられ

ます。受け皿確保の部分では、2020 年 4 月の新プラン開始まで待てない可能

性もあり、新プランでは無償化を踏まえて、必要量を設定していきますが無償

化のスタートが 2019 年 10 月、新プランの開始が 2020 年の 4 月、そこから事

業者の募集や施設整備を開始すると、実際に受け皿の拡大が 1 年ぐらい後にな

ってしまう場合も考えられます。そうすると無償化から 1 年半が過ぎることに

なり、保護者や子どもたちをお待たせして負担をおかけすることになってしま

いますので、新プランの決定前に確保策を前倒しして進める必要が生じる可能

性が非常に高いのではないかと考えております。これにつきましては、その都

度子ども・子育て会議の了解をいただきながら進めたいと考えておりますの

で、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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策定の方向性とスケジュールについては、都度調整も出てくると思いますが

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
 

○会長  ありがとうございます。場合によっては無償化がスタートするので前倒しで

確保策も審議しなければいけない。とのお話でしたが事務局からの説明に対し

てご質問ご意見等いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 
 

○委員  幼児教育無償化の具体的なお話しは国のほうからきているのでしょうか。 
 

○事務局  申し訳ありません。ちょうど 10 月 3 日付で資料が届きまして、その他のと

ころで説明をさせていただこうと思っていましたが、先に説明させていただき

ます。 
  （資料に沿って説明） 

 
○会長  ありがとうございます。ではせっかくですので、なにかありますか。 

 
○委員  今の説明を聞くまでファミリー・サポート・センターは対象なのかなと考え

ていて、対象になるということで平等になったかなと思っております。以上で

す。 
 

○会長 はい、ありがとうございます。ニーズ調査のスケジュール、関係して無償化

についても説明をいただきました。ご意見をいただきたいと思います。いかが

でしょうか。 
 

○委員  無償化に関しては時期が早まったので私たちもどうなるのかなってところ

で、一番心配なのは預かりなんですよね。預かりの利用条件がどこまで線引き

して提示していくのかが一番不安なところで、無償化だからといって預かり保

育の意味合いをお母様方が違ってとらえて、多くの方が利用するとなると職員

不足になってしまうところが不安な部分です。具体的な内容をなるべく早く教

えていただけると助かります。 
 

○会長  はい、ありがとうございます。事務局なにかありますか。 
 

○事務局  幼児教育の無償化に関しては、詳細がはっきりしてないところが多くて、国

の方もまだ検討中で「変更があるかもしれません。」とただし書き付きで通知

が来ている状況です。市の担当としても悩ましいところもございます。中目委

員が言ったように幼稚園の預かりの部分については、幼稚園に通っている人た

ちの保育の必要性の認定の仕組みが全然はっきり掴めていません。私達担当も
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戸惑っているところはあります。国からの情報があり次第、子ども・子育て会

議で情報提供していきたいと思いますし、教育・保育施設の方にも順次情報が

あり次第送っていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 
 

○会長  ありがとうございました。無償化に関しては、情報が入ったらこの委員会の

中でご意見いただく機会があると思いますのでよろしくお願いします。 
ニーズ調査を行うということで次回の子ども・子育て会議で案について検討

いただくことになりますが、量の見込みの算出ということで国からも示されて

いる部分はありますが、地域の実情というところで北広島市の実情はどうなの

かというところを踏まえて調査策定していかなければならないと思います。そ

の前段階として小学生の部分に関していかがでしょうか。 
 

○委員  資料の 8 ページに学童クラブについてのアンケートが書かれていますが、小

学生の問 12 に平日（土曜日を含む）、日曜祝日、夏休みなどの長期休暇と 3 つ

に分かれているんですけれども平日（土曜日を含む）となると、平日と土曜日

は開所時間も違いますし、平日のみ利用しているご家庭もあるので平日と土曜

日は分けて質問した方がご家庭でも答えやすいと感じました。 
 

○会長  ありがとうございます。お気づきのところはございますか。 
 

○委員  量の見込みの算出等で子育て短期支援事業について児童虐待防止対策強化

に向けた緊急総合対策という 7 月 20 日の閣議決定の事柄で、どんな要素を量

の見込みに絡んで来るとお考えなのか、それか今お考えのことがあればお聞か

せいただければと思います。 
 

○会長  ありがとうございます。ただいまの質問に対しまして事務局いかがでしょう

か。 
 

○事務局  子育て短期支援事業の量の見込みの部分だと思いますが、7 月 20 日に出さ

れた緊急総合対策におきましては、孤立した育児によって虐待に繋がることが

ないように子育て短期支援事業等の市町村の在宅支援サービスの充実及び受

け皿の確保を図ることとなっております。これを踏まえてニーズ調査の結果や

虐待相談等の実績数などから、育児疲れや育児不安などの理由によってこの事

業の活用が想定される数を算出して量の見込みに加えるなど適正な補正を行

うということとなります。 
 

○委員  ありがとうございました。 
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○会長  ありがとうございます。特にご意見ご質問なければ次回にまたいろいろ頂戴

しなきゃいけないので 2 点ほどお願いです。委員の皆様に参考資料で配られて

います前回のニーズ調査は平成 25 年度のニーズ調査ですね。前回の調査の項

目に目を通していただいて、地域の実情を踏まえたときに平成 25 年度の調査

項目でお気づきの点があったらメモをしておいていただくと審議がスムーズ

にいくと思いますのでお願いを申し上げたいと思います。それから事務局の方

には案ですね。今度は一度委員の皆さんに事前に目を通してチェックいただか

ないと、この場で目を通していただいてからでは時間がかかると思いますの

で、1 週間前には資料があって目を通してこの場に臨んでいただき、ご意見等

いただくというような形で次回の委員会に望めたらと思います。大変恐縮でご

ざいますがよろしくお願いします。そのような形で次回 11 月にお集まりいた

だくということで委員の皆様もよろしいでしょうか。はい、ありがとうござい

ます。 
その他で説明以外に何かございました事務局からお願いいたします。 

 
○事務局 （台風２１号及び北海道胆振東部地震の対応状況と被害状況について説明） 

 
○会長 経験したことないような地震、台風で幸いだったのは深夜で子どもたちがい

ない時間だったというところだと思います。市の方で検証していくということ

ですが委員の皆様方で実際に体験されて何かお気づきの点等ございましたら、

検証にもかかわってくるかと思いますので、ご意見をいただきたいと思いま

す。 
 

○委員  お休みのメール配信、電話をしたということだったのですが、繋がらないお

宅は広報車を聞いたと思うのですが、その広報車がまったく聞こえませんでし

た。窓を閉めていると広報車が何か喋っているけど全然わからなくて、窓を開

けると聞こえた家庭が結構多かったと聞いております。広報するのであれば分

かるように、少し検討していただければと思います。 
あとは広葉の児童センターが避難所になっていたため、10 日開所している時

間帯に子どもたちが行ったら避難所になっているので使えないと、子どもたち

が帰されたと聞きました。子どもたちの行く場所がなかったということを聞き

ましたので検証をよろしくお願いいたします。 
 

○会長  はい、ありがとうございます。事務局いかがでしょうか。 
 

○事務局 広葉の北広島団地児童センターは安全確認ができてすぐ後、避難所にお子さ

んもいらっしゃったので一旦地震のあと開所はしています。ただ、その後避難

所の閉鎖に伴いまして施設全体の安全確認をするときに 3日間ぐらい閉所にな
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りました。その辺の時期に混乱が出て情報伝達がうまく行き届かなかった部分

があったのではと思いますので、それも含めまして検証していきたいと思いま

す。ありがとうございます。 
 

○会長  はい、ありがとうございます。その他お気づきの点がございましたら、検証

の一助になると思いますのでご意見いただきたいと思います。いかがでしょう

か。お願いします。 
 

○委員  沢山ご連絡いただいて見通しがつかない中でどういう判断をしていったら

いいか悩むところもあったので、市からご連絡いただいてすごく助かりまし

た。札幌に姉妹園があるので札幌と比べたら札幌では規模が大きいので難しか

ったと思うので、北広島市では密に随時状況が私もわかったのですごく助かり

ました。幼稚園協会の方でお話しをたら、それはうちと若葉幼稚園だけの話だ

ったというので、幼稚園の方もそういうことが聞けたら判断しやすいなってい

うことがあったので、幼稚園まで手を延ばすと大変かもしれないですけど、一

斉に連絡する何かつくってもいいのかなと、「市としてこうします。」っていう

一方的な連絡だけでも助かると思うので一斉に送信できるような幼稚園協会

とのパイプをつくってもいいのかなと思いました。 
 

○会長 はい、ありがとうございました。いかがでしょうか事務局。 
 

○事務局  ありがとうございます。関係部局と連絡をとりながら検証させていただきた

いと思います。ありがとうございます。 
 

○会長  はい、ありがとうございます。他にお気づきの点ございますか。もし、お気

付きの点がございましたら後ほど事務局の方へお伝えいただければと思いま

す。 
では、次回からもっと忙しくなるかと思いますがいろいろ配慮していただき

まして、次回に臨んでいただければ幸いでございます。また次回もよろしくお

願いいたします。本日はありがとうございました。第 3 回の子ども・子育て会

議これで終了させていただきます。ありがとうございました。 
  
  
  
  
 


